
Women in Tech

テクノロジーで、世界を豊かにする

今までとこれからはきっと違う

生きる、働く、楽しむ、未来はもっと自由でいい

未来を創りに、一緒に行こう

「これまで」とは違う「これから」を創る

社会的に女性活躍が叫ばれる中、女性活躍を自分達のビジネスの成長に不可欠な戦略と位置づけ取り組みを始めた私た

ちは、これからの時代を創るために大きな威力を発揮するとされるテクノロジー領域を志向する女性が少ないことに気づかされま

した。

デロイトトーマツは、クライアントと共に彼らの未来を創造するお手伝いをするためにテクノロジーサービスを提供しています。その内

容は多岐にわたり、事業開発、戦略立案、組織設計、オペレーション設計、実行支援など、どれもテクノロジー領域と関連す

るお仕事です。テクノロジーとはそれだけ幅広いものであり、私たちはクライアントと共に今とは違う未来を考え、実践していくこと

にやりがいを感じています。

もしこれから進路や職業を選ぶ皆さんがそのことを知らないとしたら、テクノロジーはもしかしたらもっと楽しいものだと言うことをお

伝えしたい。この活動から何かを得て、将来どこかで輝くお手伝いができたら。そんな思いからWomen In Techは生まれました。

そして、誰もが自由に、自分で自分の未来を描けるように

これからは、働き方も生き方も、多様な選択肢が広がる時代。私たちの「未来」のかたちは、きっと人それぞれ違うはずです。

例えば、一度、出産や育児、介護で離職しても、再びセカンドキャリアをスタートできる。起業やボランティア等の新しいトライに

前向きに挑戦できる。好きなことを学べる、活かせる。一人ひとりが、自分らしく豊かに輝く。女性が、自由に、働き方や暮らし

方を選べる、そんな日本にしたいと願っています。

デロイト トーマツはこれまでのライフスタイルや働く基準を変化させているテクノロジー・デジタル技術の推進に力を入れ、その時代

を担う女性を応援します。これからも女性が今よりもっと活躍できる世界を目指して、一緒に未来を創造しませんか。
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OUR CHALLENGE
テクノロジー分野におけるバイアス払拭を目指す

日本の女子学生がが直面する現実

「ビッグデータ」や「AI」、「IoT」などが最先端のIT

技術として注目される今日。IT技術の高度化に

よって、ますます市場ニーズも多様化していくこと

でしょう。そのためIT需要は今後も増え続け、そ

れに伴って市場規模も拡大していく事が予想さ

れます。今後のIT業界は、世界規模で大きな成

長が期待できる分野です。

一方、OECD（経済協力開発機構）による

2021年の調査報告では、日本は自然科学や

工学を専攻する女子学生の割合がOECD加盟

国のうち比較可能な36ヶ国中最下位であり、

例えば、高等教育機関で自然科学を専攻した

学生の女性比率は、36ヶ国平均52％に対し、

日本は27％と、倍近い開きが存在します。

女子は男子よりも理数系科目が苦手なので

しょうか。当然そのようなことは無く、小中高の理

数系科目の学力調査では、男女に大差はない

という結果が出ています。ではなぜ、理数系に

進む女子が男子に比べて圧倒的に少ないので

しょう。これにはいくつかの複合的な理由があると

いわれていますが、多くの研究で指摘されている

のは、家庭や社会におけるジェンダーの在り方お

よび、教員から受ける影響の大きさです。

周囲の“オトナ”がバイアスを作り出す

例えば、「女の子なのに理数系が得意なんて、

すごいね！」といった言葉を耳にしたことは無いで

しょうか。「“女の子なのに”」という何気ない一言

には「女性は理数系が苦手（＝できないのが

当たり前）」というステレオタイプ的思考が潜ん

でいます。こういった発言は、自身をステレオタイ

プ的に知覚している人にとってはポジティブに働く

こともありますが、そうではない場合はネガティブ

に作用することも多いのです。試験で良い点を

取った場合に「女の子なのにすごいね」と褒めら

れるのと、「すごいね」とだけ褒められた時よりも

学習意欲が低くなるなど、試験で良い点を取り、

本来高まるはずの意欲が、「女の子なのに」とい

う発言により抑えられてしまいます。このような周

囲の“オトナ”たちの一つ一つの小さな言動が積

み重なり、バイアスを形成していってしまうのです。

バイアスは人間が生きるための脳の機能である

ため簡単に解消されることはありません。結果と

して、女子学生は理数系を進路として選びづら

くなってしまうという事象につながっていくのです。

テクノロジー分野で女性が少ないが故の弊害

このように、様々な要因が絡んで小さなジェン

ダーバイアスが積み重なると、女子は理数系を

進路として選びづらくなってしまう。しかし、「属性

に偏りがある」という状況は物事に対する見落と

しを生みやすく、大きなリスク要因となります。テ

クノロジー分野でも同様であり、例えば「自動車

の衝突実験を行う際に使用するダミー人形は男

性の体をモデルに製作していたため、女性や妊

婦が事故に遭った場合の影響を十分に想定す

ることができていなかった」という他、「システム開

発段階で男性を基準として作成してしまったため、

AIが女性をはじいてしまう（顔認証の精度が劣

る、検索結果や翻訳結果で男性を基準に示し

てしまうなど）」といった問題も、世界中の大企

業を含む数々の組織でたびたび指摘されていま

す。科学技術の世界で女性の存在が抜け落ち

ることは、明確なリスクといえます。

後続女性を育てるための、Women in Tech

デロイト トーマツ グループでは、これまでのライフス

タイルやビジネスを変化させているテクノロジー・デ

ジタル技術の活用推進に力を入れるとともに、

当該分野を担う女性たちを応援しており、

「Women in Tech」というイニシアティブを2021年

から始動させました。

Women in Techは、学生からキャリア層まであら

ゆるステージにおいて、テクノロジーの世界活躍の

幅を広げる女性たちを支援するために生まれた

ものであり、”当たり前”ではない発想を形にする

取り組みを行っています。

特に女子学生向けの啓発活動には力を入れて

おり、自由な発想で未来をビジョニングする未来

ワークショップや、テクノロジー探求カリキュラムと

いったイベントを始め、社会課題の解決をテーマ

としたセミナー、ビジネスでテクノロジーを活用する

企業を招いてのパネルディスカッションなどを企

画・開催し、デジタル・テクノロジーの世界に触れ

る機会を提供しています。実際に参加した女子

学生からは、最新のテクノロジーやデジタルに驚

き感動する声の他、「テクノロジーは私が将来解

決したい社会課題に関係していると実感し、テ

クノロジー系の進路に興味が湧いた」「ITと自分

のやりたいことを掛け合わせて、唯一無二のこと

に挑戦してみたい」といった熱量の高い声が寄せ

られ、女子学生達の変化に大きな手ごたえを感

じているところです。そして、これらのイベントでは

「“女の子なのに”、すごい！」という視点は皆無

であり、誰もがひとりの個人としてTechを楽しむ、

多様な未来へと繋げていくことができるのです。



教育・スキル開発・機会創出の3分野で全世界で1億人にインパクトを

WorldClassは、教育（Education）、スキル開発（Skills）、機会創出（Opportunity）の 3つの分野に焦点を当てて、

2030年までに全世界で累計1億人の人々に対してポジティブなインパクトを及ぼすことを目指す、Deloitte Global CEO Punit 

Renjenが推進するDeloitteの新たな取り組みです。2015年に国連で採択された2030年を達成期限とする「持続可能な開

発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）」のゴール4（質の高い教育をみんなに）及びゴール8（働きがいも

経済成長も）をスコープとしています。

この一環として、デロイト トーマツ グループにおいても、2030年までに200万人の人々に対してインパクトを及ぼすことを目標に掲

げ、取り組みを推進しています。 経済や社会の変化のスピードが一層高まる中で、すべての人々が能力を発揮して自立・活躍

できる環境を整えていくために、 幅広い角度からのインパクトを最大限に追求することが目標です。

WorldClassを追随するWomen in Tech

Women in Techでは、特にあらゆる世代の女性たちに自分の未来の可能性に気付いてほしいという思いから、女性のステー

ジを3つ（Early Stage, New Grads, Working Women）に分類し、教育からビジネス創出まで支援活動を展開しています。

より多くの女性の未来の可能性を広げるべく、デロイト トーマツ グループのプロフェッショナルが有するスキル、能力、経験、情熱、

ネットワークを駆使し、取り組みを推進していきます。

私たちが目指すのは、すべての女性が自由に、楽しく生きる未来。

自分の未来を自由に選択することを当たり前とするマインドを整えていくためには、社会人に対する啓発活動だけでなく、より

若年層への教育展開が寛容です。また、女性たちを取り巻く人々、組織、制度も変わっていくことが必要だと考えます。

Women in Techでは社会全体でポジティブなインパクトが連鎖するように、教育機関や自治体など、様々なステークホルダー

を巻き込みながら活動を進めていきます。

OUR MISSION
全ての女性の未来を豊かにするために

大学生に向けた取り組み

キャリアや人生を考え始める大学

生を中心に、テクノロジーを通して女

性が幅広く自由に輝くことを教える

活動に取り組みます

例）大学等でのセミナー開催、バー

チャルキャリアフェスの開催

New
Grads

Early 
Stage

Working
Women

キャリア層に向けた取り組み

今までのキャリアを生かしつつ、リス

キルによって活躍の場を広げる機会

の提供と企業と連携した新しいビジ

ネス創出に取り組みます

例）関連団体とのコラボによる機

会提供、ビジネス創出

中高生に向けた取り組み

テクノロジーから距離を置き始める中

高生に対し、テクノロジーを自分の

未来として身近に感じるための啓発

活動に取り組みます

例）中高生へのワークショップ開催、

総合学習カリキュラムの提供



ファシリテーター育成講座 / Train the Trainer

対象：教職員など

ビジョニングファシリテーター育成

ファシリテーター育成講座は、未来ワークショップ

のファシリテーター人材を育てるための育成プログ

ラムです。ファシリテーションスキルやプレゼンテー

ションスキルを学ぶことが可能です。

教職員や卒業生などの学校関係者の方々が

ファシリテーターを担当される場合や、将来的な

プログラム内製化をご希望される場合などにご活

用いただけるプログラムです。

プログラムでは、トレーニーとなる皆様にまずはビ

ジョニングセッションにご参加いただきます。ビジネ

スや教育現場においては落としどころを用意して

帰着させるディスカッションを行う機会の方が一

般的に多くありますが、それとは全く異なる、ビ

ジョニングという手法において世界観を描いてい

く過程を、参加者としてまずは体験いただきます。

自身でビジョニングを体験いただいた後は、どの

ような声掛け・ファシリテーションを行えばより効

果的に参加者の自由な発想を引き出せるか、

世界観を描くサポートができるかを体系的に講

義にて学んでいただきます。

最後にご自身がファシリテーターとなっていただき、

実際にビジョニングセッションをファシリテーションし

ていただくことで、プログラムが完結します。

未来フェス / Virtual Career Fes

対象：大学生

次世代女子のキャリアの枠組みを広げる

未来フェスは、企業登壇・対談・パネルディスカッ

ションなどを通じて、企業から最先端のデジタル・

テクノロジー活用事例を学び、そのリアルに触れ

ることができるプログラムです。「テクノロジーを通じ

てキャリアの枠組みを広げる」ことをコンセプトとし

ています。今後のキャリアを考えるきっかけとして

ご活用いただけるプログラムです。

テクノロジーをキャリアの選択肢として捉える

そもそも女子学生自身に、「テクノロジーは理

系」「理系は男子っぽい」といった潜在意識があ

るようです。テクノロジー分野の仕事のイメージが

付かず、理系は男子が進む道、という思い込み

があるのであれば、それを解消するためのお手伝

いをしたいと考えています。

ビジネスとテクノロジーは切っても切り離せない現

代。自分がかなえたい未来ややりたい仕事にテ

クノロジーが直結していること、男子でなくても理

系でなくてもテクノロジーキャリアは詰めること、テ

クノロジーを知ることでキャリアの選択肢が広がる

ことを伝え、未来への一歩を踏み出す機会を提

供いたします。
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OUR
PROGRAM

未来ワークショップ / Visioning Workshop

対象：中学1年生～高校3年生

テクノロジーが豊かにあふれる世界を求めて

未来ワークショップは、ファシリテーターや学校の

仲間との対話を通じて、潜在的に宿る思考のブ

ロックを外し、まだ見えていない未来を見つけるビ

ジョニング型ワークショップです。

子供たちは、冒頭のアイスブレイクでファシリテー

ターと言葉のキャッチボールを繰り返すうちに、ま

だ見えていないテクノロジーが豊かにあふれる世

界に少しずつ引き込まれます。そこは「あったらい

いな」を叶える場所で、自由な発想と表現力に

よって生まれます。また、グループワークや社会人

へのインタビュー、フィールドワーク、提案プレゼンと

いったプロセスを効果的に織り交ぜることで、テク

ノロジーで思い描く未来に通底する価値観を深

く理解するとともに、現状との乖離、乖離を埋め

るためのソリューションを子供たち自ら考えられる

ようにすることを狙いとしています。テクノロジーの

進路教育や、キャリア教育にご活用いただけるプ

ログラムです。

今の時代、なぜビジョニングが必要なのか

そもそも「ビジョニング」とは、未来をどういう形に

描きたいのか、どんな未来を信じたいのかといっ

たビジョンを深堀り、その世界を実現するために

必要な新しいアイディアやソリューションを展開し

ていくビジネス手法を指します。

今の子供たちに求められているのは、自らビジョ

ンを描き、課題を見つけ、学び、自ら考え抜く力

です。変化の激しい社会に対応するためには、こ

ういった「教科書にはない学習」が求められてお

り、これからの時代においてますます重要な役割

を果たしていくでしょう。

デロイト トーマツ グループでは、ライフスタイル

やビジネスを変化させるデジタル・テクノロ

ジー技術の活用推進に力を入れるとともに、

当該分野を担う女性を応援する「Women 

in Tech」というイニシアティブを2021年に始

動しました。Women in Techは、学生から

キャリア層まであらゆるステージにおいて、テク

ノロジーの知見により女性たちの活躍の幅を

広げる支援をします。

これからは、働き方も生き方も、多様な選

択肢が広がる時代。私たちの「未来」のかた

ちは、きっと人それぞれ違うはずです。例えば、

一度、出産や育児、介護で離職しても、再

びセカンドキャリアをスタートできる。起業や

ボランティア等の新しいトライに 前向きに挑

戦できる。好きなことを学べる、活かせる。

一人ひとりが、自分らしく豊かに輝く。自由

に、働き方や暮らし方を選べる。私たちでそ

んな未来を実現していきましょう。

大久保理絵

デロイト トーマツ グループ執行役員
Chief Talent Officer, DEIリーダー
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CASE STUDY

2021年冬、品川女子学院にて「未来ワー

クショップ」を開催。「学校生活もっとよくす

るためには？」という参加生徒にとっての身

近な気づきを起点に、ITやテクノロジーの持

つ可能性について探求しました。 「SDGs×

テクノロジー」という切り口で実施したグルー

プワークをでは、「フードロスはなぜおきる？

「どうしたらなくなる？」「どんなテクノロジーが

活用できそう？」と、どんどん思考を深めな

がら、斬新なテクノロジーを活用した新しいソ

リューションを作り上げました。

提供プログラム：未来ワークショップ

対象：中学1年生～高校3年生

形式：対面

2022年夏、神山まるごと高専に向けて

Women in Techの「未来ワークショップ」を

提供しました。参加者の中学3年生の身近

な「学校」にフォーカスを当て、講師とともに

未来の学校について考える質問を繰り返し、

自分たちの作りたい学校を作るためには何

が必要か、どのような思考で考えることがで

きるのか体感してもらいました。その後、グ

ループに分かれ、デロイト トーマツ社員のファ

シリテートのもと「学校で変えたいこと×テクノ

ロジー」をキーワードに、正解のない問いと向

き合いテクノロジーを使用することで、できる

世界が広がることを感じていただきました。

提供プログラム：未来ワークショップ

対象：中学3年生

形式：対面／オンライン

神山まるごと高専（徳島県）

C
a

se
 1

C
a

se
 2

C
a

se
 3

品川女子学院（東京都）

2022年秋、東京女子大学に向けて「未来

フェス2022＠東京女子」を開催。このプログ

ラムは「次世代のキャリアの枠組みを広げ

る」というコンセプトのもと、学生に企業にお

けるテクノロジーの最先端に触れてもらい、

将来の選択肢を増やすきっかけを作ることを

目的として提供されました。本プログラムはメ

タバース空間で開催され、オンラインで参加

しながらも、リアルでインタラクティブな交流を

楽しめるところがポイントです。企業対談や

パネルディスカッションを通し、現代社会やビ

ジネスにおいてテクノロジーがどれだけ不可欠

かつ重要であることを学びました。

提供プログラム：未来フェス

対象：大学生

形式：メタバース空間によるオンライン開催

東京女子大学（東京都）
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